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今月の表紙
創陽スマイルプロジェクト
　　　　　未

あ す

来を照らす子ども達へ
　根室商工会議所青年部「創陽クラブ」ではコ
ロナ禍により制限された生活をおくる子どもたち
が笑顔になる機会をつくりたいと、子ども向け
雪遊びイベントを開催し、『巨大な雪の滑り台』
などが設置された会場は、子どもたちの笑顔で
賑わいました。《16Ｐ掲載》
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市民誰もが住み慣れた根室で生き生きと暮らす。

令和5 年度市政方針
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
、
市
民
皆

様
は
も
と
よ
り
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
で
働
く
関
係
皆
様
の
ご
協
力
の

中
、感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
の
最
優
先
課
題
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
再
開

へ
の
対
応
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

は
、
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
へ
移
行

す
る
こ
と
と
な
り
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化

へ
と
着
実
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
組
み
を
進
め
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
日
常

を
取
り
戻
す
。

　

本
年
度
も
、
国
の
対
応
方
針
を
踏
ま
え
医
師

会
や
市
立
病
院
な
ど
医
療
関
係
者
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
、必
要
な
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、

迅
速
か
つ
機
動
的
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
や
事
業
者
等
に
対
し

て
も
、
時
宜
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
物
価
高
騰

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
概
念
を
大
き

く
変
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
加
速
化
し
て

お
り
ま
す
。
変
革
の
時
期
、
こ
れ
を
好
機
に
あ

ら
ゆ
る
意
味
で
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
根
室
市
の
発
展
に
繋
げ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
故
郷
・
根
室
」
が
、
今
後
、
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
は
、
人
口
減
少
の
中
の
厳
し
い

都
市
間
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
人
口
か
ら
定
住
人
口
へ
と
新
し

い
人
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
本
年
度
を
「
移

住
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
や
企
業

立
地
の
促
進
支
援
な
ど
、
移
住
関
連
施
策
と
し

て
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
10
年
、
20
年
先

を
見
据
え
、
持
続
可
能
で
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」に
な
る
た
め
に
は
、

こ
こ
で
暮
ら
す
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き
の
中

で
笑
顔
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
故
郷
・
根
室
」の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、

豊
か
で
活
力
あ
る
未
来
を
創
る
た
め
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
胸

に
、
市
民
皆
様
と
共
に
、
ま
た
、
産
業
経
済
界

の
皆
様
と
の
連
携
の
も
と
、
市
政
運
営
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援　
「
子
育
て
応
援
７
つ
の
無
償

化
」。子
育
て
支
援
に
当
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
、

保
育
料
の
無
償
化
な
ど
６
つ
の
支
援
施
策
を
実

現
し
ま
し
た
が
、
７
つ
目
と
し
て
、
本
年
８
月

よ
り
18
歳
以
下
の
高
校
生
ま
で
の
「
子
ど
も
医

療
費
を
完
全
無
償
化
」
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
の
更
な
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
０
～
２
歳
児
ま
で

の
保
育
料
を
半
額
に
す
る
減
免
制
度
」
を
新
た

に
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
お

い
て
、
切
れ
目
の
な
い
利
用
者
目
線
に
立
っ
た

一
貫
性
の
あ
る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
、支
え
、

子
育
て
の
不
安
感
や
負
担
感
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
「
故
郷
・
根
室
」

の
実
現
に
向
け
、
そ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保　

看
護
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の

不
足
は
、
市
内
医
療
体
制
の
存
続
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
そ
の
対
策
は

急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
新
た
に
、
市
内
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
看
護
師
等
の
勤
続
年
数
に
応

じ
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
す
る
「（
仮
称
）

看
護
師
等
奨
励
金
支
給
制
度
」
を
創
設
す
る
ほ

か
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る
医
療
・
介
護
従
事

者
を
対
象
と
す
る
「
医
師
、
医
療
従
事
者
及
び

介
護
従
事
者
修
学
資
金
貸
付
制
度
」
を
拡
充
す

る
な
ど
、
医
療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
の
確
保

と
雇
用
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
支
援
施
設
「
根
室
す
ず
ら

ん
学
園
」
の
施
設
整
備
に
対
す
る
財
政
支
援
を

行
う
ほ
か
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

移
転
整
備
な
ど
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を

図
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
居
住
支
援
、
日
中

活
動
支
援
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
、
安
定

的
か
つ
持
続
可
能
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
福
祉
政
策
や

子
ど
も
政
策
の
一
本
化
を
含
め
た
体
制
の
構
築

を
見
据
え
、
現
行
の
「
市
民
福
祉
部
」
を
市
民

生
活
部
門
と
健
康
福
祉
部
門
と
に
再
編
し
、「
市

民
生
活
部
」
と
「
健
康
福
祉
部
」
を
新
設
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

「
子
育
て
・
医
療
・
福
祉
」

の
充
実
に
よ
る
温
も
り
あ

る
ま
ち
の
実
現
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重
点
施
策

重
点
施
策

は
じ
め
に

は
じ
め
に
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水
産
業
の
振
興　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
起
因

し
、
北
方
四
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
安
全
操
業

に
係
る
日
ロ
政
府
間
交
渉
が
実
施
で
き
な
い
な

ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
か
つ

安
定
的
な
国
際
漁
業
の
権
益
を
将
来
に
わ
た
っ

て
堅
持
す
る
た
め
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

国
等
に
対
し
て
、
そ
の
実
現
を
強
く
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
漁
業
資
源
の
維
持
・
増
大
に
向

け
、
ホ
タ
テ
漁
業
の
安
定
化
や
コ
ン
ブ
資
源
増

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
、
新
た
に
市
内
４
漁
協
と
連
携
し
、

海
面
で
の
「
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
実
証
試

験
」に
着
手
す
る
な
ど
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

の
定
着
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
陸

上
養
殖
の
展
開
を
見
据
え
、
昨
年
度
創
設
し
た

「
陸
上
養
殖
研
究
促
進
支
援
事
業
」
を
継
続
し
、

本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
地
場
産
業
の
活
性
化

に
向
け
た
各
種
取
り
組
み
を
促
進
す
る
ほ
か
、

赤
潮
被
害
の
影
響
を
受
け
た
ウ
ニ
な
ど
の
資
源

回
復
の
た
め
、「
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支
援

事
業
」
実
施
に
伴
う
費
用
負
担
は
も
と
よ
り
、

ウ
ニ
漁
業
等
の
存
続
の
た
め
、
引
き
続
き
、
漁

協
等
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
中
長
期
的
な

支
援
を
国
や
道
に
求
め
る
な
ど
、
持
続
可
能
な

漁
業
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

農
畜
産
業
の
振
興　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
・
円
安

の
進
行
等
に
よ
る
飼
料
・
肥
料
を
は
じ
め
と
し

た
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
、
個
体
販
売
価
格
の

下
落
、
牛
乳
・
乳
製
品
需
要
の
大
幅
な
減
少
に

伴
う
生
産
抑
制
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
過
去
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
程
の
危
機
的
な
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
協
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
農

業
生
産
者
に
対
す
る
支
援
は
も
と
よ
り
、
安
定

的
な
酪
農
・
農
業
経
営
に
向
け
た
施
策
に
つ
い

て
、
国
や
道
に
対
し
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
畜
産
業
活
性
化
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
研
修
体
制
の
整
備
な
ど
、
担
い
手
の
確

保
対
策
や
生
産
者
が
主
体
的
に
行
う
「
６
次
産

業
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
・
観
光
業
の
振
興　

商
工
業
の
振
興
に
当

た
っ
て
は
、
市
内
事
業
者
と
市
の
共
同
に
よ
る

「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
を
新
た
に
創
設
し
、

若
年
層
の
労
働
力
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、「
中

小
企
業
者
等
資
格
取
得
費
支
援
補
助
制
度
」
を

創
設
し
、
人
材
育
成
と
雇
用
の
安
定
化
を
図
る

な
ど
、
市
内
事
業
者
に
お
け
る
人
材
確
保
対
策

へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年
度
制
作
し

た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
活
用
し
、
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
増
加
に
向
け
て
、
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年

度
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
観
光
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

予
て
か
ら
国
に
対
し
要
望
し
て
き
た
「
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
特
措
法
」

が
昨
年
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
５
月
供
用
開
始

予
定
の
「
市
役
所
新
庁
舎
」
の
建
設
や
、
本
年

度
、
基
本
・
実
施
設
計
を
行
う
「
花
咲
港
消
防

分
遣
所
」
の
事
業
費
に
国
の
交
付
金
の
増
額
を

得
て
、
市
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
対
策
の
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
「（
仮
称
）
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
国
の
交
付
金
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を

組
み
合
わ
せ
た
多
重
防
御
の
考
え
の
も
と
、
総

合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
の
対
応
を
含
め
急
務
で
あ

る
巨
大
地
震
へ
の
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
専
任
部
署
と
し
て
総
務
部
内
に
「
危
機
管

理
課
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、
長
年
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
平
和
条
約
交
渉
が
中
断
さ

れ
、
さ
ら
に
、
30
年
続
け
ら
れ
て
き
た
北
方
四

島
交
流
事
業
や
自
由
訪
問
が
ロ
シ
ア
政
府
よ
り

停
止
さ
れ
る
な
ど
、
日
露
関
係
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
事
態
が
長
期
化
す
る

中
で
、
北
方
領
土
問
題
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、

国
民
の
関
心
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

国
に
対
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
一
日

も
早
い
収
束
、
そ
し
て
何
よ
り
も
北
方
領
土
問

題
の
解
決
に
向
け
た
平
和
条
約
締
結
交
渉
等
の

早
期
再
開
に
最
大
限
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢

化
著
し
い
元
島
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
事
業

や
北
特
法
に
基
づ
く
内
政
措
置
の
充
実
・
強
化

な
ど
、
国
策
に
よ
る
重
点
的
な
隣
接
地
域
の
振

興
対
策
の
推
進
を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
「
原
点
の

地
・
根
室
」
の
責
務
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
国

民
世
論
の
喚
起
・
高
揚
は
も
と
よ
り
、
厳
し
い

時
に
こ
そ
原
点
に
帰
り
、
粘
り
強
く
、
全
力
で

返
還
要
求
運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震

な
ど
大
規
模
災
害
へ
の

「
防
災
・
減
災
対
策
」の
強
化

03
「
北
方
領
土
問
題
」
の
解

決
に
向
け
た
取
組
み
の
再

構
築
と
内
政
措
置
の
拡
充

04

北方墓参の見通しが立たず、
昨年７月、北方四島交流等事業使用船舶
「えとぴりか」で洋上慰霊を実施

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
足
腰
の
強
い
「
産

業
・
経
済
基
盤
」
の
確
立

02
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市民誰もが住み慣れた根室で生き生きと暮らす。

令和5 年度市政方針
主
要
施
策

主
要
施
策

　

住
み
慣
れ
た
街
で
、
生
涯
を
通
じ
て
健
や
か

で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
は
、
す
べ
て
の
市
民

の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
健
康
増

進
計
画
に
基
づ
き
、
健
康
相
談
や
健
康
教
育
・

訪
問
指
導
等
の
充
実
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

の
た
め
の
食
生
活
改
善
知
識
の
普
及
・
啓
発
の

ほ
か
、
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
や
生
活
改

善
、
重
症
化
予
防
の
推
進
を
図
り
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
意
識
や
知
識
の
向
上
と
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実　

地
域
医
療
体
制
を
守
り
育

て
て
い
く
と
い
う
意
識
の
醸
成
・
共
有
を
図
り
、

市
民
が
安
心
し
て
医
療
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
引
き
続
き
、
体
制
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
修
学
資
金
貸
付
制
度
に
新
た
に
歯
科
衛
生

士
を
貸
付
対
象
者
に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た

人
材
育
成
・
確
保
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す

る
と
い
わ
れ
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
か
か
り
や

す
く
な
る
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら

50
歳
以
上
の
方
へ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
病
気
の
発
症
と
重
症
化
を
予
防
し
健

康
の
保
持
お
よ
び
増
進
に
努
め
ま
す
。

市
立
根
室
病
院　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
や
救
急

告
示
病
院
と
し
て
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
、
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
今
後
と
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

良
質
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
・
充
実
の
た
め
、

道
内
外
の
大
学
や
関
係
機
関
等
と
連
携
・
協
力

し
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療
人
材
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
病
院
経
営
を
目
指
し
、
院
長
と
と
も
に
体

制
充
実
や
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進　

出
産

祝
金
の
支
給
や
「
０
歳
児
お
む
つ
無
償
化
」
の

取
り
組
み
と
し
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
支
給
す
る
ほ

か
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
す
る
保
育
施

設
等
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
お
よ
び
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援　

結
婚
の
た
め
の
住
宅
や
引

越
等
の
新
生
活
に
係
る
準
備
費
用
を
支
援
し
、

若
い
世
代
の
新
生
活
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
対
策　
　

幼
稚
園
教
諭
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
支

援
を
継
続
す
る
ほ
か
、「
幼
保
連
携
会
議
」
に

よ
る
民
間
事
業
者
と
の
情
報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
就
労
ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握
に
努
め
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
な
有
資
格
人
材
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実　

令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
を
期
間
と
す
る
「
第
９
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
５
年
問

題
に
向
け
た
「
根
室
市
版
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
構
築
を
着
実
に
推
進
し
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
介
護
予
防
施
策
の
推
進
、

１
人
暮
ら
し
や
認
知
症
を
抱
え
る
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
支
援
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策　

人
生
１
０
０
年
時

代
の
到
来
を
見
据
え
、
そ
の
活
動
拠
点
で
あ
り

老
朽
化
が
進
む
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
整

備
に
向
け
た
基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま

す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
対
策　

介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
就
労
を
希

望
す
る
潜
在
的
な
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や
移
住

介
護
職
に
向
け
た
支
援
策
な
ど
、
引
き
続
き
、

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

障
が
い
福
祉　
「
障
が
い
者
計
画
」
等
の
策
定

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
障
が
い

者
・
児
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
の
充
実
に
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉　
「（
仮
称
）
地
域
福
祉
計
画
」
の
策

定
に
着
手
し
、
庁
内
関
係
部
門
と
関
係
機
関
と

の
協
働
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
と
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
自
立
支
援　

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
生

活
保
護
受
給
者
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け

た
相
談
支
援
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策　
「
未
来
応
援
学
習
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ
る
学
習
支
援
と
子
ど
も
の

居
場
所
の
確
保
を
継
続
し
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
の
推
進　

居
住
や
医
療
・
福
祉
・
商

業
、
公
共
交
通
等
の
様
々
な
都
市
機
能
と
都
市

全
域
を
見
渡
し
た
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
「（
仮
称
）
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
・
救
急　

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
浸
水
・

被
害
想
定
を
踏
ま
え
、「
花
咲
港
消
防
分
遣
所
」

の
高
台
移
転
の
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

耐
震
性
防
火
水
槽
の
新
設
お
よ
び
消
防
団
員
の

活
動
安
全
化
の
た
め
通
信
資
機
材
を
更
新
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
防
災
関
係

機
関
と
連
携
し
救
急
、
救
助
体
制
の
総
合
的
な

消
防
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

互
い
に
支
え
合
い

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

01

安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
都
市
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち

02

市民の健康を守る市立根室病院
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市政方針

地
域
の
安
全
対
策　

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密

な
連
携
、
協
力
の
も
と
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等

の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
重
視
し
た
交
通
安

全
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
意
識
の

高
揚
に
努
め
、交
通
事
故
や
犯
罪
の
な
い
安
心
・

安
全
な
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

上
下
水
道　

桂
木
浄
水
場
施
設
の
耐
震
化
や
老

朽
化
し
た
施
設
の
計
画
的
な
更
新
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及
促

進
に
努
め
ま
す
。

生
活
環
境
施
設　

引
き
続
き
、
経
年
劣
化
が
進

む
「
じ
ん
芥
焼
却
場
」
の
適
正
な
施
設
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
継
施
設
と
な
る

「（
仮
称
）
新
・
じ
ん
芥
焼
却
場
」
建
設
の
基
本

設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
営
住
宅　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
光
洋
団
地
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
望
洋
団
地
の
長
寿
命
化
改
善

工
事
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公
園
整
備　

運
動
公
園
内
の
老
朽
化
し
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
遊
具
の
更
新
な
ど
を
行
い
、
運
動

施
設
の
機
能
充
実
に
向
け
た
公
園
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

地
域
交
通　

市
内
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
18
歳

以
下
の
利
用
料
を
無
償
化
し
、
子
育
て
支
援
を

通
じ
て
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
や
交
通

不
便
地
区
で
あ
る
落
石
地
区
に
お
い
て
、
通
学

や
通
院
な
ど
交
通
弱
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
実
証
実
験
に
取
り
組
み
、
重
要
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
バ
ス
路
線
や
鉄
道
網
な
ど
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
繋
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

広
域
交
通
網
の
整
備　
「
尾
幌
・
糸
魚
沢
道
路
」

の
整
備
促
進
を
は
じ
め
、「
釧
路
町
別
保
・
厚

岸
町
尾
幌
間
」
の
計
画
段
階
評
価
の
調
査
促
進

を
国
等
に
対
し
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
河
川
整
備　

琴
平
１
号
線
や
望
洋
団
地

２
号
線
の
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
第
一
オ
キ

ネ
ッ
プ
川
の
河
川
改
修
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

都
市
基
盤
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

重
要
港
湾
根
室
港　

国
が
指
定
す
る
「
農
水
産

物
輸
出
促
進
計
画
に
係
る
連
携
水
揚
港
湾
」
と

し
て
、
引
き
続
き
、
国
直
轄
事
業
で
あ
る
花
咲

港
区
屋
根
付
型
岸
壁
の
改
良
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
根
室
港
区
に
お
い
て
は
、
沿
岸
漁

業
振
興
を
支
え
る
生
産
機
能
の
更
な
る
向
上
と

し
て
、
海
岸
町
物
揚
場
等
の
市
主
体
事
業
へ
の

補
助
採
択
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
強
く
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
情
報
化　

引
き
続
き
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
で

も
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
等
通
信
設
備
の
整
備

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
・
ス
マ
ー
ト
化
な
ど
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
、
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
施
策
の
展
開　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
自
ら
の
未
来
を
拓
き
、
生
涯
を
通

じ
て
学
び
、
活
躍
で
き
る
多
様
な
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

義
務
教
育　

小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進
に

向
け
た
義
務
教
育
学
校
の
導
入
を
進
め
、
海
星

学
校
の
開
校
、
落
石
地
区
の
併
置
校
化
に
向
け

た
「
落
石
中
学
校
」
校
舎
等
の
移
転
新
築
に
着

手
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
「
学

校
給
食
の
更
な
る
充
実
」
に
向
け
、
民
間
活
力

の
導
入
を
含
め
老
朽
化
し
た
「
調
理
場
整
備
の

検
討
」
を
進
め
る
ほ
か
、「
遠
距
離
通
学
費
の

助
成
」な
ど
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

特
別
支
援
学
校　

引
き
続
き
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
る

と
と
も
に
、
通
級
指
導
教
室
の
拡
充
や
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
等
の
適
切
な
配
置
な
ど
、
望

ま
し
い
教
育
環
境
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設　
「（
仮
称
）

総
合
体
育
館
」
整
備
に
向
け
た
基
本
構
想
の
策

定
や
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
」
の
拡
充
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

機
能
向
上
に
向
け
、
市
民
意
見
を
反
映
し
た
計

画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
教
育
行
政
の
充
実
に
向
け
た
各
種
施

策
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
根
室
市
総
合
教
育
会

議
に
お
け
る
情
報
共
有
や
協
議
な
ど
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
密
に
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

国
定
公
園
化
の
実
現　

自
然
と
共
生
し
、
優
れ

た
環
境
を
未
来
へ
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
春
国

岱
原
生
野
鳥
公
園
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
な

ど
、
２
０
３
０
年
「（
仮
称
）
野
付
半
島
・
風

蓮
湖
・
根
室
半
島
」
国
定
公
園
化
の
実
現
に
向

け
た
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策　

駆
除
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

産
業
被
害
お
よ
び
住
民
生
活
被
害
の
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル　

国
や
北
海
道
、
多

く
の
市
区
町
村
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
市
の

持
つ
独
自
の
自
然
環
境
や
景
観
を
未
来
に
繋

ぎ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
地
域
全
体
で

取
り
組
む
た
め
、
２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
（
二

酸
化
炭
素
）
実
質
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
し
、「
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）」
の
策
定
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な
心

と
感
性
を
育
む
ま
ち

03

自
然
と
共
生
し

優
れ
た
環
境
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

04
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農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業
の
振
興
な

ど
の
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
地
域

資
源
を
活
か
し
、
活
力
と
躍
動
感
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
産
業
の
振
興　

漁
業
生
産
量
の
維
持
・
増
大

を
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、
国
際
漁
業
対
策

に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
各
国
の
漁

業
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
対
ロ
漁
業
外

交
に
よ
る
権
益
と
安
全
な
操
業
の
確
保
、
北
太

平
洋
公
海
に
お
け
る
サ
ン
マ
等
の
適
切
な
資
源

管
理
の
早
期
実
現
を
国
等
に
対
し
、
引
き
続
き

強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

沿
岸
漁
業
の
振
興　

沿
岸
漁
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
安
定
し
た
漁
業
生
産
体
制
の
確
立
に
向

け
、
ウ
ニ
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
の
種
苗
放
流
や

移
殖
事
業
、
ヒ
ト
デ
や
雑
海
藻
の
駆
除
な
ど
を

引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
資
源
の
増
加
に
繋
げ
る
技

術
開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
や

ホ
ッ
カ
イ
エ
ビ
の
放
流
用
種
苗
の
増
産
に
加

え
、
赤
潮
被
害
対
策
の
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
減
少
し
た
ウ
ニ
資
源
の
早
期
回
復
に
向

け
た
種
苗
生
産
・
放
流
事
業
を
継
続
す
る
な
ど
、

「
沿
岸
漁
業
資
源
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
、
安
定

か
つ
持
続
可
能
な
沿
岸
漁
業
の
構
築
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
の
担
い
手
対
策　

漁
業
研
修
費
の
助
成
に

加
え
、
ね
む
ろ
の
未
来
を
拓
く
漁
業
対
策
協
議

会
に
よ
る
資
格
取
得
費
の
助
成
、
更
に
は
、
漁

協
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
た
資
質
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

水
産
食
品
製
造
業
の
振
興　

産
学
官
連
携
に
よ

る
水
産
食
品
の
研
究
開
発
や
沿
岸
漁
業
資
源
の

高
付
加
価
値
化
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
継
続

す
る
ほ
か
、「
地
域
水
産
加
工
業
生
産
基
盤
強

化
支
援
事
業
」
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
に
資

す
る
機
器
の
導
入
支
援
に
加
え
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

制
度
に
対
応
し
た
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
・
強

化
、
更
に
は
、
外
来
漁
船
誘
致
に
よ
る
加
工
原

料
の
安
定
確
保
に
努
め
る
な
ど
、
事
業
者
の
持

続
的
成
長
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
の
販
路
拡
大　
「
ね
む
ろ
水
産
物
普
及

推
進
協
議
会
」
を
主
体
と
し
、全
国
屈
指
の
「
水

産
都
市
・
根
室
」
の
新
鮮
・
良
質
な
水
産
物
を

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
首
都
圏
の
大
学
・
企
業

食
堂
、
ホ
テ
ル
等
と
市
内
の
事
業
者
を
商
業

ベ
ー
ス
で
直
接
繋
ぐ
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
西

日
本
地
区
で
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
す
る
ほ
か
、
４
漁
協
女
性
部
と
の
連
携
に
よ

る
「
お
さ
か
な
料
理
教
室
」
の
開
催
や
動
画
配

信
、
市
内
小
中
学
校
給
食
に
地
場
の
魚
介
類
を

提
供
す
る
魚
食
普
及
事
業
等
、
根
室
産
水
産
物

の
認
知
度
向
上
と
普
及
宣
伝
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
展
開
し
、「
産
地
根
室
」
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興　

生
産
性
・
品
質
向
上
に
向
け
た

草
地
整
備
や
農
道
・
集
落
道
整
備
な
ど
、
営
農

の
効
率
化
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
経
営
基
盤
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
担
い
手
支
援
研
修
事
業
補
助
金
」

の
創
設
な
ど
、酪
農
業
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
、

担
い
手
の
確
保
、
育
成
・
定
着
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
の
振
興　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

適
切
な
森
林
整
備
の
推
進
に
つ
な
が
る
機
械
の

導
入
支
援
や
従
事
者
の
安
定
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興　

新
規
事
業
の
創
出
を
促
進
す

る
創
業
支
援
な
ど
、
引
き
続
き
、
産
業
の
活
性

化
お
よ
び
振
興
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致　

地
域
に
お
け
る
新
た
な
産
業
の
創

出
や
雇
用
安
定
化
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、

対
象
企
業
と
の
協
議
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
度
制
定
し
た
「
企
業
立
地
促
進
条
例
」
に

基
づ
く
、
市
独
自
の
補
助
制
度
等
に
よ
る
優
遇

措
置
の
周
知
と
活
用
を
図
る
な
ど
、
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興　

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需

要
の
回
復
を
見
据
え
な
が
ら
、
市
内
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
再
開
や
従
来
規
模
で
の
開
催
を
目
指
す

取
り
組
み
を
支
援
し
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
意
識
し
た
観
光
客
の
誘
客
促
進
に
繋
げ
る
ほ

か
、
市
内
宿
泊
施
設
等
の
案
内
板
や
メ
ニ
ュ
ー

等
の
多
言
語
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進　

制
度
を
最
大
限
に
活

か
し
、
根
室
応
援
団
の
裾
野
の
拡
大
や
、
更
な

る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

返
還
要
求
運
動
の
推
進　

一
日
も
早
い
北
方
領

土
の
復
帰
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
政
府
の
外

交
交
渉
を
後
押
し
す
る
返
還
要
求
運
動
を
強
力

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

若
い
世
代
を
は
じ
め
、
国
民
に
広
く
こ
の
問
題

を
知
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
国
民
世
論
の
よ
り

一
層
の
喚
起
高
揚
を
図
る
た
め
、
元
島
民
を
は

じ
め
、高
校
生
等
の
後
継
者
で
構
成
す
る
「（
仮

称
）
北
方
領
土
返
還
要
求
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を

関
東
・
中
部
・
関
西
圏
に
派
遣
し
ま
す
。

北
方
四
島
交
流
事
業
等
の
再
開　

国
へ
の
要
望

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
特
に
北
方
墓
参
の
早

地
域
資
源
を
活
か
し
活
力

と
躍
動
感
に
満
ち
た
ま
ち

05

北
方
領
土
の
復
帰
を

目
指
す
ま
ち

06

「北方領土返還要求中央アピール行動」
で実施された根室管内１市４町による
特産品販売（東京都：新宿駅西口広場）
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期
再
開
を
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
情
勢
の
変
動
に
よ
る
ビ
ザ
な
し
交
流

等
の
停
止
な
ど
、
外
交
が
叶
わ
な
い
今
だ
か
ら

こ
そ
、
内
政
面
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
国

に
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
再
開
を
見
据
え
た

根
室
港
区
南
地
区
を
中
心
と
す
る
北
方
四
島
交

流
拠
点
機
能
の
国
策
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
、
国
等
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
継
者
の
育
成
と
施
設
の
活
用　

返
還
要
求
運

動
を
先
細
り
さ
せ
な
い
た
め
の
後
継
者
の
育
成

に
つ
な
が
る
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
元

島
民
に
対
す
る
援
護
対
策
に
つ
い
て
、
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
北
方
領
土
対
策
に
関
す
る
専
門

家
会
議
」
で
の
検
討
結
果
等
を
踏
ま
え
、「
根

室
国
後
間
海
底
電
信
線
陸
揚
庫
」
の
保
存
と
活

用
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
を
通
じ
た
新
た
な
啓
発
活

動
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化　

地
域
活
動
の

根
幹
を
な
す
町
会
へ
の
活
動
支
援
や
加
入
促
進

な
ど
、
町
会
連
合
会
と
の
連
携
、
協
力
の
も
と
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
域
会
館
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、「（
仮
称
）

花
咲
港
ふ
る
さ
と
館
」
を
供
用
開
始
す
る
と
と

も
に
、「（
仮
称
）
厚
床
ふ
る
さ
と
館
」
の
整
備

に
向
け
、
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

行
政
運
営　

広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
幅

広
い
年
齢
層
へ
の
情
報
提
供
を
目
指
し
、
情
報

発
信
ツ
ー
ル
の
多
様
化
を
進
め
て
お
り
、
広
報

紙
を
は
じ
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
ね
む
ろ
メ
ー
ル
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
さ
ら
に
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
の
活
用
を
継
続
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
発
信
と
内
容
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
役
所
新
庁
舎
の
令
和
６
年
５
月
供
用
開
始

に
向
け
、
執
務
環
境
や
公
文
書
管
理
環
境
を
整

え
る
た
め
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
電
子

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
環
境
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
動
受
付
・
申
請
書
作
成
支
援
シ
ス

テ
ム
や
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
本
格
稼

働
さ
せ
、「
書
か
な
い
窓
口
」
の
実
現
に
よ
り

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
、
前

年
度
対
比
17
．
５
％
増
と
な
る
２
４
７
億
２
千

８
百
万
円
規
模
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
設
な
ど
、
急
務
で
あ
る

防
災
・
減
災
対
策
の
ほ
か
、
つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
推
進
、
子
育
て
支
援
や
医
療
福
祉
の
充
実

な
ど
に
重
点
的
・
計
画
的
に
予
算
を
配
分
し
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
、
人
へ
の
投
資
を
最

優
先
に
い
た
し
ま
し
た
。

市
民
協
働
の
推
進
と

開
か
れ
た
行
政
運
営

07

　文化３年（１８０６年）、北洋
漁業の先駆者・高田屋嘉兵衛が、
海上安全と漁業、産業の振興、
民生の安定を祈願して金刀比羅
神社を建立してから、２１７年
を迎えます。

　択捉航路の開通、ロシアとの
国際的な交渉などに大きな足跡
を残しました。

　開拓精神や幾多の困難に立ち
向かう姿は、今でも時代の転換
期に生きる私たちに必要な示唆
を与えてくれます。

　この根室、これまで幾多の試
練を乗り越えてきました。それ
は、産業、芸術文化に彩られた
根室市民の総合力であります。

　本年度、新しい総合計画の策
定に着手します。

　『市民誰もが住み慣れた根室で
生き生きと暮らす』ことができ
るよう、根室市の将来都市像を
市民皆様と共に考え、共に描き、
共有したいと思います。

　笑顔の絶えない「故郷・根室」
を築き、子どもたちに希望を添
えて引き継いでいくことが、今
を生かされている私たちに課せ
られた責務であります。

　今後も、その先頭に立ち、人
が輝き、誇りに思えるまちづく
りに誠心誠意、取り組んでまい
りますので、市民皆様のご理解
とご協力を、心からお願い申し
上げます。

むすびに

市政方針の
全文はコチラから

（市HPリンク）

３年ぶりに有観客で開催した
「北方領土の日」根室管内住民大会

完成した
「（仮称）花咲港ふるさと館」

令和５年度
市政方針より
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少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
急
速
に

進
み
、
社
会
構
造
が
変
化
し
て
い
く
最
中
に

あ
っ
て
、横
並
び
主
義
や
前
例
踏
襲
主
義
な
ど
、

旧
来
型
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
だ

け
で
は
、
目
前
の
課
題
を
解
決
で
き
な
い
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
根
室
市
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
誰
も
が
自
分
の
存
在
と

発
言
、
貢
献
が
他
者
に
認
知
さ
れ
、
自
分
が
そ

の
社
会
で
欠
か
せ
な
い
一
員
な
の
だ
と
実
感
し

な
が
ら
社
会
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
、「
こ
こ

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
こ
こ
に
住
ん
で
み
た

い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
教
育
が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
を
通
じ
て
、
ふ
る

さ
と
根
室
に
誇
り
を
持
ち
つ
つ
、
常
識
や
前
提

に
と
ら
わ
れ
ず
多
様
化
す
る
課
題
に
柔
軟
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
多
様
性
を
受
容
し
他
者
と

協
働
す
る
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
本
市
に
お
け
る
教
育

行
政
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
第
９
期
根

室
市
総
合
計
画
の
「
個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な
心

と
感
性
を
育
む
ま
ち
」
を
目
指
し
、
一
つ
目
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
社
会
を
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
活
動
の
充
実
、
二
つ
目
と
し
て
、

市
民
皆
様
が
学
び
、
高
め
合
え
る
生
涯
学
習
の

振
興
の
２
点
を
基
本
方
針
と
し
、
新
た
な
社
会

像
を
見
据
え
た
教
育
を
推
進
し
つ
つ
、
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
て
る
学
校
教
育
の
充

実
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も

を
育
て
る
教
育
環
境
づ
く
り
の
充
実
、そ
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動

の
充
実
や
歴
史
・
文
化
へ
の
理
解
と
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
た
め
の
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
、

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
な
が
ら
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
社
会

を
支
え
て
い
く
た
く
ま
し
い
人
材
へ
と
育
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
社
会
変
容
の
中
で
、
様
々
な
課
題
を

自
分
事
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、「
何
が
で
き
る

か
」
を
主
体
的
に
考
え
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
常
識
を
創
造
す
る
、
変
革
の

推
進
力
と
な
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育
て
る
学
校

教
育
で
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
資
質
能
力
を

育
成
す
る
教
育
の
充
実
と
、
障
が
い
の
み
な
ら

ず
、
人
種
の
別
や
男
女
差
、
性
に
つ
い
て
の
指

向
性
、
社
会
的
地
位
や
背
景
の
違
い
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
乗
り
越
え
て
、一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
価
値
観
を
認
め
、
自
分
ら
し
く
在
る
た

め
の
選
択
や
決
定
を
尊
重
す
る
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
実
現
し
、
知
識
及
び
技
能
や
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
、
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、根
室
市
の
若
手
教
員
で
組
織
す
る
、

「
授
業
改
善
推
進
チ
ー
ム
」
に
よ
る
学
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
意
欲
的
で
優
れ
た
教

育
活
動
と
認
め
ら
れ
、
根
室
管
内
教
育
実
践
表

彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
の
授
業
の
進

め
方
か
ら
抜
け
出
し
、
若
手
教
員
な
ら
で
は
の

発
想
を
生
か
し
た
創
意
あ
ふ
れ
る
実
践
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
、
道
教
委

を
通
じ
て
全
道
の
教
員
間
で
も
共
有
さ
れ
、
多

数
の
問
合
せ
や
視
察
を
受
け
る
な
ど
、
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
果
敢
に
挑
戦
す
る
精
神
を
引
継
ぎ
な
が

ら
、
授
業
力
向
上
に
向
け
た
「
新
し
い
形
の
学

び
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
・
実
践
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
教
員
の
積
極
的
な
授
業
改
善
の
取
り

組
み
を
後
押
し
す
る
ほ
か
、
校
長
・
教
頭
・
教

諭
の
代
表
と
教
育
委
員
会
で
組
織
す
る
「
学
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
」
や
、
市
全
体

の
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、
教
員
に
よ
る

研
修
組
織
「
根
室
市
学
校
連
携
教
育
研
究
会
」

へ
の
支
援
継
続
な
ど
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
指

導
方
法
を
さ
ら
に
工
夫
・
充
実
さ
せ
、
市
全
体

の
学
力
向
上
等
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
北
海
道
か
ら
の
教
員
加
配
に
加

え
、
市
街
地
区
中
学
校
へ
の
市
独
自
加
配
や
学

力
向
上
等
補
助
教
員
の
確
保
に
努
め
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
学
習
指
導
に
努
め
ま
す
。

　

市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
根
室
高
校
に
対

し
、「
北
海
道
根
室
高
等
学
校
教
育
振
興
会
」

を
通
じ
、
高
校
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン
貸
与
や
資
格

取
得
等
へ
の
交
付
金
支
給
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
で
展
開
さ
れ
る
地
域
巡
検
な
ど
の
教

育
活
動
へ
の
支
援
に
加
え
、
本
年
度
よ
り
一
人

ひ
と
り
の
進
路
の
実
現
に
向
け
て
個
別
最
適
な

学
び
を
保
障
す
る
Ａ
Ｉ
学
習
教
材
を
導
入
す
る

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
通
学
を
し
て
い
る
高
校
生
へ
定
期

券
購
入
費
の
全
額
を
助
成
し
、
市
長
部
局
が
取

り
組
む
路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業
と
併
せ
、
居

教
育
行
政
に
　

教
育
行
政
に
　

臨
む
基
本
姿
勢

臨
む
基
本
姿
勢

は
じ
め
に

は
じ
め
に

教育長 波 岸 克泰

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を

育
て
る
学
校
教
育
の
充
実

01 主
要
施
策

主
要
施
策
のの
展
開
展
開
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住
地
に
よ
っ
て
生
じ
る
経
済
的
な
負
担
格
差
の

解
消
に
繋
げ
る
な
ど
、
支
援
拡
充
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

道
立
特
別
支
援
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

道
教
委
が
財
政
面
と
少
子
化
の
観
点
か
ら
前
向

き
な
検
討
を
進
め
ず
、
早
期
の
実
現
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
花
咲
港
小
学
校
を
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
も
、
な
い
子
ど
も
も
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
柱
と
し
て
新
た

な
教
育
ス
タ
イ
ル
を
創
出
す
る
学
校
と
位
置
付

け
、
北
海
道
立
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
体
制
を
構
築
し
、
障
が
い
の
種
類
や
程
度

に
応
じ
た
専
門
的
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
学
校
に
在
籍
す
る
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
へ

の
支
援
と
し
て
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
介

助
業
務
員
の
配
置
や
、
放
課
後
教
室
等
指
導
員

に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
の
情
報
化
に
向
け
て
は
、「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
な
ど
、

国
に
よ
る
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格

導
入
に
向
け
、
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
１
人
１
台
端
末
を
最
大
限
に
活
か
し

た
授
業
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
よ

り
、
小
中
学
生
が
家
庭
学
習
に
お
い
て
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
Ａ
Ｉ
学
習
教
材
等
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

一
貫
し
て
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
学
び
を
深
め
る
体
制
を
整
え
、
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
「
教
育
Ｄ
Ｘ
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

　

ま
た
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
活
用
能
力
の

向
上
に
向
け
た
研
修
機
会
の
確
保
や
、
子
ど
も

た
ち
の
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
、
さ
ら
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
不
登
校
等
の

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
び
の
保
障
に
努
め
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
支
援
や
対
応
を
図
り
、「
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
が
目
指
す
「
個
別
最

適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
施
策
展
開
も
踏
ま
え
な
が
ら
、本
年
度
、

「（
仮
称
）
第
２
期
根
室
市
教
育
情
報
化
推
進
計

画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
道
徳
科
を
要
と
し

て
進
め
る
と
と
も
に
、
問
題
意
識
の
醸
成
と
望

ま
し
い
人
間
関
係
の
形
成
を
目
的
に
、「
い
じ

め
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
小
中
学
生
が
一
堂

に
会
し
議
論
す
る
「
子
ど
も
会
議
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
生
き
方
を
主

体
的
に
考
え
、
行
動
し
、
自
立
し
た
社
会
人
と

し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
道
徳

性
の
涵
養
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通

じ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
た
生
活
に
起
因
す
る

子
ど
も
た
ち
の
対
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ

め
問
題
な
ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
市
独

自
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
・
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
理
解
を
促
し
、
一
人

ひ
と
り
の
児
童
生
徒
が
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価

値
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
合
え
る
、
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

に
向
け
、
各
家
庭
で
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
な
ど
の

使
用
時
間
を
決
め
る
「
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
22
」
運

動
や
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
者
や
加
害
者

に
な
ら
な
い
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
家
庭
内
で
の

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
啓
発
促
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が

長
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
体
力

低
下
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
冬
期
間
に

お
い
て
は
、
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
年
間
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
を
通

し
た
体
力
向
上
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て
は
、
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
原
点
の
地
と
し
て
領
土
問
題
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
に
向
け
取
り
組
む
と

と
も
に
、
昨
年
度
、
小
学
校
で
実
施
し
た
姉
妹

都
市
黒
部
市
と
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授
業
」

を
継
続
発
展
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
、
歴
史
、

産
業
な
ど
、
地
域
の
も
つ
魅
力
や
特
性
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
の
さ
ら
な
る
拡
充
に
努
め
、
郷
土

ね
む
ろ
を
愛
す
る
教
育
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
・
減
災
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、
激
甚

化
す
る
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
、
自
ら
の
命
を

守
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
能
力
等
が
身
に
付

く
よ
う
、
市
長
部
局
や
防
災
関
係
機
関
、
地
域

と
学
校
が
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災

リ
テ
ラ
シ
ー
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。　
　

１人１台端末を使用した
授業の様子

７月に実施した成央小学校と
黒部市の生地小学校との
オンライン交流

９月に実施した花咲小学校での
根室高校北方領土研究会による

出前授業の様子
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児
童
生
徒
数
の
減
少
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る

中
、子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、

学
ぶ
意
欲
や
目
的
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
、
能
力
、
適
性
等
に
応
じ
て
自
ら
の
力
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
、　

本
年
度
、「（
仮
称
）
根

室
市
立
学
校
適
正
配
置
計
画
」
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
令
和
２
年
度
に
開
校
し
た
歯

舞
学
園
、
本
年
４
月
に
開
校
す
る
海
星
学
校
の

取
り
組
み
の
経
過
や
成
果
を
踏
ま
え
、
落
石
地

区
や
厚
床
地
区
な
ど
、
他
の
学
校
へ
の
義
務
教

育
学
校
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
検
討
・
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
む
市
街
地
校
の
必
要
な
改
修
を

適
宜
進
め
つ
つ
、
将
来
的
な
学
校
像
を
描
き
な

が
ら
建
築
等
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
等
の
課
題
か
ら
、
延
期
し

て
い
る
旧
花
咲
小
学
校
校
舎
の
解
体
に
つ
い
て

は
、
石
綿
含
有
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
旧
花

咲
小
学
校
校
舎
解
体
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
の
円
滑
な
活
動
に
向
け
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
を
継
続

す
る
ほ
か
、
全
国
組
織
と
の
交
流
な
ど
の
機
会

を
通
じ
、
取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
度
設
置
し
た
、「
根
室
市
学
校
に
お
け
る

給
食
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
施

設
の
あ
り
方
、
安
全
性
、
食
育
の
充
実
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
長
部
局
と
の
協
議
を
進
め
、
早
急
に
将
来
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
食
材
に
よ
る
給
食
を

提
供
す
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を
実
施
し
、
食

育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
教
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
将
来
の
教
員
確
保
に
繋
げ
る
た
め
、

相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
北
海
道
教
育

大
学
と
連
携
し
、
複
式
教
育
を
学
ぶ
教
育
実
習

生
の
受
け
入
れ
や
、
大
学
生
に
よ
る
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
交
流
授
業
の
実
施
検
討
な
ど
、

大
学
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
教
員
在
校
等
時
間
の
把

握
・
管
理
に
努
め
る
な
ど
、
校
長
会
や
道
教
委

と
も
連
携
し
、
教
員
の
働
き
方
改
革
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」、
さ
ら
に
は
「
超
ス

マ
ー
ト
社
会
」
の
到
来
な
ど
、
社
会
が
大
き
な

転
換
点
を
迎
え
る
中
に
あ
っ
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
涯
を
通
し
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
を
推
進
す
る
拠
点
で
あ
る
公
民
館

活
動
と
し
て
、
地
域
課
題
の
共
有
と
支
え
合
い

を
テ
ー
マ
に
市
民
同
士
が
語
り
合
う
「
根
室
子

ど
も
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
引
き
続
き
開
催

す
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
世
代
を
超
え
て
交

流
で
き
る
体
験
活
動
や
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
各
種
講
座
・
事
業
の

実
施
な
ど
、市
民
同
士
が
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」

「
む
す
ぶ
」
場
と
し
て
の
公
民
館
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
、
根
室
の
身
近
な
素
材
を
生
か
し
た
映
像
の

制
作
な
ど
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
活
動
に
資

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

開
館
30
周
年
を
迎
え
る
総
合
文
化
会
館
に
つ

い
て
は
、「
根
室
市
総
合
文
化
会
館
事
業
協
会
」

や
「
根
室
市
文
化
協
会
」
等
と
の
協
働
に
よ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
な
ど
各
種
の
記
念
事
業
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
移
設
し
た
飯
田
三
郎

資
料
展
示
室
の
更
な
る
普
及
・
啓
発
を
進
め
、

市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
展
・
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
舞
台
吊
物
改
修
や

小
ホ
ー
ル
・
多
目
的
ホ
ー
ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ね
む
ろ
わ
ん
ぱ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
対
象
事
業
の
拡
充
を
図
る
な

ど
、
経
験
を
通
じ
た
成
長
を
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活
動
の

充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

03

社
会
構
造
の
変
化
の
中
で

持
続
的
で
魅
力
あ
る
学
校
教
育
を

実
現
す
る
教
育
環
境
の
充
実

02

無償化を継続する学校給食

総合文化会館に移設・
リニューアルした

「飯田三郎資料展示室」

わんぱくチャレンジの景品　　　
「ねむろガチャ」オリジナル
缶バッチ（全10種類）

教育長と根室について学ぶ
「なるほどTHEネ～ムロ」
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青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、「
青
少

年
相
談
室
」
や
「
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

な
ど
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

つ
つ
、
一
層
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

放
課
後
教
室
等
に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
や
学

校
の
長
期
休
業
中
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
の
保

護
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
多
様
な
体
験
・
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
居
場
所
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。　

　

昨
年
度
、
根
室
市
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定

し
た
、
国
内
唯
一
の
低
標
高
で
形
成
さ
れ
た
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
型
湿
原
で
あ
る
「
歯
舞
湿
原
」
は
、

生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
場
所

で
あ
り
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が

ら
、
根
室
市
文
化
財
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、

保
存
と
活
用
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

史
跡
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
根
室
半
島

チ
ャ
シ
跡
群
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
西
月
ヶ
岡
遺
跡
の
保
存
や
整
備
に

向
け
、
測
量
調
査
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
遺
産
に
つ
い
て
は
、
管
内
１
市
３
町
で

構
成
す
る　
「
鮭
の
聖
地
メ
ナ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
お
い
て
、
道
内
外
で
の
資
料
展
示
等
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ほ
か
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を
活
用
し
、
北
構
保
男

氏
寄
贈
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
資
料
等
の
三
次
元

デ
ー
タ
の
作
成
や
公
開
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
や
蔵
書
の
整
備
・

充
実
を
図
り
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
、
市
民

の
読
書
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、「
子

ど
も
ブ
ッ
ク
ラ
イ
フ
応
援
事
業
」
を
継
続
実
施

し
、
乳
幼
児
か
ら
学
童
期
ま
で
途
切
れ
な
く
、

多
く
の
本
と
出
会
う
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
と
連
携
し
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
学
校
図
書
の
充
実
や
、
効
果
的
な
書
架
整
理

に
向
け
た
支
援
な
ど
、
児
童
生
徒
の
学
習
活
動

は
も
と
よ
り
、
図
書
を
通
じ
た
様
々
な
交
流
が

広
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
健

康
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、

「
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指
し
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
合
う
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
社
会
体
育

施
設
使
用
料
の
減
免
を
行
う
な
ど
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

「
最
東
端
ね
む
ろ
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
全
国
の
ラ
ン

ナ
ー
と
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な
り
得
る
競

技
大
会
と
な
る
よ
う
、
リ
ア
ル
開
催
に
向
け
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
み
ら
い
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ア
ス
リ
ー
ト

応
援
事
業
」
を
継
続
し
、
各
種
大
会
へ
の
参
加

助
成
を
は
じ
め
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
講
演
会
な
ど
の
交
流
を
通

じ
、
日
本
や
世
界
で
の
活
躍
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
建
替
え
に
向
け
た
基
本
設
計
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
市
営
球
場
の
整
備
、
総
合
運
動

公
園
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
周
辺
の
改
修
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
の
拡
充
に
向
け
、
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、

「（
仮
称
）
根
室
市
総
合
体
育
館
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
建
設
に
向
け
た
基
本
構
想
に
着
手
し
、

市
民
皆
様
と
の
議
論
を
重
ね
、
そ
の
実
現
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

根
室
市
は
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

演
奏
者
の
ア
ド
リ
ブ
次
第
で
同
じ
曲
で
も
様
々

な
ア
レ
ン
ジ
が
さ
れ
、
そ
の
日
、
そ
の
場
所
、

そ
の
雰
囲
気
に
応
じ
て
参
加
者
が
集
ま
っ
て
美

し
い
音
楽
を
奏
で
る
ジ
ャ
ズ
。
上
手
く
出
来
た

こ
と
よ
り
も
挑
戦
し
た
こ
と
が
讃
え
ら
れ
る

ジ
ャ
ズ
。

　

そ
の
文
化
を
基
底
に
持
つ
根
室
市
は
、
こ
れ

ま
で
も
そ
の
時
々
の
問
題
に
多
く
の
先
達
が
知

恵
を
重
ね
な
が
ら
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
政
治
、
経
済
、
国
際
関
係
な
ど
様
々

な
課
題
が
押
し
寄
せ
て
く
る
中
、
私
た
ち
は
予

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
た
だ
こ
な
す
だ
け
で
は

な
く
、
先
人
が
引
き
継
い
で
き
た
ジ
ャ
ズ
の
魂

を
受
け
継
ぎ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
ア
イ
デ
ア
を
、
ジ
ャ
ズ
を

演
奏
す
る
が
如
く
奏
で
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

根
室
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

根
室
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
に
市
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
受
け
止

め
、
意
見
を
交
わ
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
新
し
い
根
室
の
教
育
や
文
化
が
花
開
い
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
皆
様
と
も

一
体
と
な
っ
て
本
市
の
教
育
の
充
実
・
発
展
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
並
び
に
市

議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教育行政方針の
全文はコチラから
（市HPリンク）

む
す
び
に

む
す
び
に

根室を代表するジャズバンド
「イースト・ポイント・
　　ジャズ・オーケストラ」　　　　　　　　　　　　　
結成40周年記念コンサート
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事前申請事前申請システムシステム
スマートフォンで、対象手続きについて事前に必
要項目を入力すると作成される「ＱＲコード」を
市役所１階に設置した専用機器で読み取ることで、
入力情報が記載された申請書が印刷され、記入の
手間なくスムーズに申請を行うことができます。

▼ご利用はコチラから

対象手続き

必要なもの

　住民票の写し　　　　印鑑登録証明書  　戸籍証明書等
　納税・課税証明書　　援護費支給　　　  日常生活用具費　　
　障害者控除対象認定　施設型給付費等
　根室市出産祝金　　　児童手当・特例給付認定請求

コンビニコンビニ交付交付ササーービスビス
マイナンバーカードを利用し、コンビニエンスス
トアなどに設置されたマルチコピー機で証明書等
の交付を受けられます。市役所閉庁日・閉庁時間
に関わらず利用いただけます。

対象手続き

必要なもの

　住民票の写し　　　印鑑登録証明書（本人） 
　戸籍謄本・抄本　　戸籍の附票の写し
　所得課税証明書　　非課税証明書　　児童手当用所得証明書

　マイナンバーカード

　マイナンバーカードの署名用
　　　　　　電子証明書の暗証番号（数字４桁）

　スマートフォン、パソコンなど

郵送交付郵送交付ササーービスビス
スマートフォンの操作のみで、証明書等の発行・
申請ができるサービスです。マイナンバーカード
を利用し、スマートフォンで「手続き」「手数料
決済」までが完結し、後日、郵送で証明書等が届
きます。

※交付手数料のほか、郵送料が発生します。

▼ご利用はコチラから

対象手続き

必要なもの

　住民票の写し　　　　印鑑登録証明書（本人）
　戸籍謄本・抄本　　　戸籍の附票の写し
　所得課税証明書　　　児童手当用所得証明書
　納税・完納証明書

　マイナンバーカード

　マイナンバーカードの署名用
　　電子証明書の暗証番号（数字４桁）

　マイナンバーカードの読み取りが
　　　　　　　可能なスマートフォン

　クレジットカード

４月から

行政窓口のデジタル化で
市役所の手続きが便利になります！！

窓口での手書きの負担を

軽減する取り組みを進めています

　市では、市民皆さまに寄り添った窓口サービスの向上
を目指すことなどを目的に、転入・転出・転居の手続き
など市役所での一部手続きについて、手書きの負担を軽
減する『書かない窓口』の取り組みを進めています。
　『書かない窓口』は、マイナンバーカードの活用と職
員の聞き取り等も併せることで、市民皆さまの記入の手
間・時間を軽減し、申請等の一連の手続きを終えること
ができる仕組みであり、パソコンやスマートフォンなど
の操作が苦手な方でもデジタル化の恩恵を実感いただけ
る取り組みです。
　令和６年５月供用開
始予定の新庁舎オープ
ンも見据え、市民皆さ
まにとって、より一層、
「優しい窓口」を目指し
てまいります。
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温水プールからのお知らせ 申込・問合先　市温水プール　☎（22）3543番

教　室　名 対　象 内　容 期　間 定 員 時　間 申込期間

 ※水泳クラブ所属者を除く

幼児ラッコさん
コース

3～５歳の幼児
※ 2018年 4月 2日～
　2020年 4月 1日生 水慣れ・水遊び

５月１９日 ～７月７日
（毎週 (金)　全 8回） 10名

15：00～
16：00

チビッ子水泳教室 令和６年度
就学の幼児

５月１８日 ～７月６日
（毎週 (木)　全 8回） 10名

とんぎょコース 小学1～ 3年生 水慣れ・浮くこと
初歩の背泳ぎ

５月１７日 ～７月５日
（毎週(水)(金)　全15回） 20名

16：00～
17：00

やまべコース 小学4～ 6年生 初歩のクロール
その他泳法

５月１６日 ～７月４日
（毎週(火)(木)　全15回） 10名

　  　 ※学生を除く

水中運動教室

一般市民

水中ウォーキング
水中運動

５月１６日 ～７月４日
（毎週(火)(木)　全15回） 15名 　9：45～

10：45

大人の水泳教室
【初級】【中級】

【初級】
クロール・背泳ぎ

【中級】
平泳ぎ・バタフライ

５月１７日 ～７月５日
（毎週(水)(金)　全15回）

計　
15名

10：30～
11：30

ストレッチ運動教室　　
【午前】 研修室での

ストレッチ運動

５月１７日 ～７月５日
（毎週(水)(金)　全15回） 15名 　9：30～

10：30

ストレッチ運動教室　　
【午後】

５月１６日 ～７月４日
（毎週(火)(木)　全15回） 15名 13：30～

14：30

※１）定員を超える申し込みがあった場合は、くじ引き抽選を行います。
※２）感染症の拡大や悪天候により、日程を変更することがあります。

【受付】
4月20日（木）
～30日（日）

【申込書提出】
5月 3日（水）
～ 9日（火）

【受付】
4月20日（木）
～30日（日）

【申込書提出】
5月 3日（水）
～ 9日（火）

子どもの部

おとなの部

お子さまの医療費お子さまの医療費をを無償化無償化しますします
令和５年８月１日より

　市では、お子さまの入院・入院外に係る医療費の一部助成を行っております
が、令和５年８月１日以降は所得制限を設けず、『こども医療費』『ひとり親家
庭等医療費』『重度心身障害者医療費』の自己負担分を、完全無償化します。

 対  　象

【問合先】根室市役所　TEL（23）6111 番　
●ひとり親家庭等医療費に関すること　こども子育て課こども子育て担当　内線 2180
●重度心身障害者医療費に関すること　社会福祉課福祉担当　　　　　　　内線 2172

①ひとり親家庭等医療費
・ひとり親家庭等の方

③こども医療費
・上記に該当しない高校３年生相当以下のお子さま

②重度心身障害者医療費
・身体障害者手帳の交付を受けている、障害程度１・２級の方
  および障害程度３級の内部障がいの方
・療育手帳の交付を受け、判定区分が A 判定の方
・精神障害者保健福祉手帳の交付を受け、等級が１級の方

●こども医療費に関すること　　　　　保健課健康推進担当　　　　　　　内線 2140

　※入院時自己負担分食事代、ベッド代など、保険適用外のものは対象外となります。
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ヒグマヒグマにに

 注 意！ 注 意！

　山菜採りのシーズンとなり、人が野生
動物の暮らす野山に入る機会が増える 
季節となりました。野山に出掛ける際は、
家族や知人などに行き先を知らせておき
ましょう。
　また、ヒグマの目撃地区への立ち入り
はできるだけ避け、ヒグマ対策を心掛け
るなど、十分に気を付けてください。

春のヒグマ注意特別期間　4月1日～ 5月31日

ヒグマに遭遇しないために
① ヒグマの出没状況などについて、事前に情報 

収集する

② できるだけ一人で野山に入らず、複数人で行動する

③ 野山では鈴やラジオを携帯し、音を出しながら歩く

④ ヒグマの生息域では、 薄暗いときには行動しない
ようにする

⑤ 糞や足跡などの痕跡がないかヒグマの存在を
意識し、痕跡を見つけたら引き返す

⑥ ゴミ出しのルールを守り、放置しない

10

H30 R 1 R2 R3

20

44 44
48 49

30

40

（件）

年度別
ヒグマ目撃件数

地区別

ヒグマ目撃件数（令和４年度）
市内地区

2％

別当賀
 23％

厚床  3％

初田牛  12％

明郷  2％

槍昔
 2％

川口
 9％

花咲港  3％

長節  3％
浜松  3％

（年度）

昆布盛   12％

落石西   2％

お墓参りお墓参りをする際のをする際のお願いお願い
墓地にお供え物を置いたままにすると、それを食べたヒグマが居ついてしまう危険があります。
墓地へのお供え物は必ずお持ち帰りください。

ヒグマを目撃したらすぐにご連絡ください！！

市農林課（23）6111 番（内線 2264・2267）/ 根室警察署（24）0110 番

（令和5 年3月23 日現在）

平成21年度の統計開始以降、
最多を記録しています。

R4

58

50西和田  5％

落石東
 19％

ゼロカーボンシティゼロカーボンシティをを表明しました表明しました
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カーボンニュートラルを目指す理由

根室市は根室市は 

ゼロカーボンシティゼロカーボンシティをを表明しました表明しました
　令和 5年 2月 27日、令和 5年根室市議会 2月定例月議会の市政
方針において、「国や北海道、多くの市区町村で脱炭素社会の実現
に向けた取り組みが進められている中、本市の持つ独自の自然環境
や景観を未来につなぎ、持続可能な地域づくりに地域全体で取り組
むため、2050 年のＣＯ２（二酸化炭素）実質排出ゼロを目指し、カー
ボンニュートラルの取り組みを進める」ことを表明しました。
　これを受けて西村明宏環境大臣より、『国内で865番目のゼロカー
ボンシティ表明であり、国として 2050 年カーボンニュートラル実
現に向け、大変心強く感じている』旨のメッセージを拝受しました。

　昨今、世界において「地球温暖化」が起因とみら
れる異常気象が発生しています。根室市においても
海水温上昇による漁獲量の減少や魚種の変化など、
基幹産業である水産業をはじめ、様々な産業に影響
を及ぼしています。
　こうした影響は世界的な問題と取り上げられ、こ
の気候変動問題解決に向けて、各国・各地域におい
て「2050 年カーボンニュートラル」という目標を
掲げて取り組みを進めています。
　根室市の豊かな自然を守り、安心して住み続けら
れる「『生産・交流都市』ねむろ」を未来につない
でいくために、このカーボンニュートラルの取り組
みを進めることを表明しました。

根室市の今後の取り組み

　2050年のＣＯ２実質排出ゼロを目指すには、
市民・事業者・行政などが協働して取り組むこ
とが重要であります。
　そのため、それぞれの役割・目標を掲げる計
画（地球温暖化対策の推進に関する法律に定め
られる地方公共団体実行計画（区域施策編））
の策定を目指し、カーボンニュートラルの取り
組みを進めてまいります。

月曜祝日月曜祝日のの可燃ごみ収集可燃ごみ収集のの
取り扱い取り扱いをを変更変更しますします

問合先　　市市民環境課環境衛生担当　℡（23）6111 番　内線 2127　

　現在、特定の月曜日の祝日は、「可燃ごみ」のみ収集しておりましたが、令和５年度より祝日の
収集を行わず、「可燃ごみ」のみ下記のとおり、次の日（火曜日）に収集することといたしました。

令和５年　７月１７日（海の日）　　　　⇒１８日（火）
　　　　　９月１８日（敬老の日）　　　⇒１９日（火）
　　　　１０月　９日（スポーツの日）　⇒１０日（火）
令和６年　１月　８日（成人の日）　　　⇒　９日（火）
　　　　　２月１２日（振替休日）　　　⇒１３日（火）

ご理解とご協力を、よろしくお願いします。

　※「資源ごみ」は、従来どおり翌週の
　　同じ曜日に収集します。
　※火曜日の「資源ごみ」の収集と重なった
　　場合、同日にどちらも回収いたします。
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根室の水産物に舌鼓
3/7　『さかなの日』給食食材提供

　ねむろ水産物普及促進協議会では、『３月７日のさ
かなの日』にあわせた新規の取り組みとして、子ども
たちに地元水産物のおいしさを知ってもらおうと、市
内全小中学校へ根室産のタラとホタテを提供しまし
た。食材は「タラフライ」「ホタテシチュー」に調理
され、特別な給食を心待ちにした子どもたちに振る舞
われると、「ホタテがプリプリしておいしい！」「また
食べたい！」とおいしそうに味わっていました。

長年の学校教育への功績に感謝
3/16　退職校長への感謝状贈呈式

　３月３１日をもって退職する北斗小学校の小
お が わ

川 一
はじめ

校長先生の長年の功績をたたえ、波岸教育長から感謝
状が贈呈されました。小川先生は根室市出身で、高校
卒業まで根室で過ごし、平成２年に成央小学校で教員
生活をスタート。３３年の教員生活の約半分を故郷で
教鞭を執りました。感謝状を受け取った小川先生は「い
ま関わっている子どもたちが、将来の根室を支える人
になると思って指導してきた。」と振り返っていました。

　根室商工会議所青年部「創陽クラブ」ではコ
ロナ禍により制限された生活をおくる子どもた
ちが笑顔になる機会をつくりたいと、子ども向
け雪遊びイベントを開催しました。
　イベント会場の総合運動公園には巨大な『雪
の滑り台』や巨大な『かまくら』、温かい飲食ブー
スなどを設置され、全長約３０ｍの雪の滑り台
には、イベントオープンから日没近くまで、子
どもが絶えず列をつくり、何度も歓声を上げな
がら滑走。チューブに人が乗ってピンを倒す『人
間雪上ボウリング』で盛り上がる姿やスキーを
装着した自転車『スノーストライダー』競争で
真剣に勝利を目指す姿など、会場では子どもた
ちの様々な表情が見られました。

子どもたちの笑顔輝く
3/5　創陽スマイルプロジェクト未

あ す

来を照らす子ども達へ
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　新入学児童を交通事故から守ろうと市内に営業所な
どがある損保会社と根室ライオンズクラブから交通安
全の『黄色いワッペン』などが贈呈されました。贈呈
式には、新入学児童を代表して江

え ど

渡太
た い が

臥さん、角
かく

優
ゆ う な

奈
さん、坂

さかぐち

口優
ゆ う ま

舞さんが出席。徒歩で通学予定という３
人は石垣市長からワッペンを着けてもらうと「横断歩
道では信号をよく見て、手を挙げて渡ります。」と元
気よく話していました。

車に気を付けて通ってね
3/27　新入学児童への交通安全用品贈呈式

各競技での活躍をたたえ

子どもたちにおいしい給食を

3/19　根室市スポーツ奨励賞表彰式

3/28　「学校における給食に関する意見書」手交

　スポーツ奨励賞表彰式が開かれ、今年度受賞したレ
スリングの髙

たかはし

橋悠
ゆ う た

汰さん、空手の佐
さ と う

藤心
しん

さん、柔道の
山
やまざき

﨑光
こうせい

聖さん、卓球の安
あんどう

藤司
つ か さ

沙さんの活躍をたたえま
した。波岸教育長が「皆さんの活躍は市民に希望と感
動を与えてくれた。」と話し、髙橋さんの代理で出席し
た父の大

ひ ろ き

樹さんら４人に表彰状を贈ると、受賞者を代
表し佐藤さんが「これからも仲間と一緒に練習し、活
躍できるよう頑張りたい。」と意気込みを話しました。

　調理場の老朽化などの課題を抱える市内小中学校の
学校給食について、昨年から議論を重ねてきた検討委
員会から今後の給食の在り方などをまとめた意見書が
教育委員会へ提出されました。意見書には調理場の集
約化による整備や地場産品の使用などによるメニュー
の充実、アレルギー対応についてなどが盛り込まれま
した。教育委員会では、今後、本意見書を最大限尊重
し、整備方法を決定していくとしています。

広報ねむろで

● 団体名　　● タイトル　　

● 活動内容・紹介文（最大１４４文字）

● 活動日　　● 活動時間　　● 活動場所　　　

● 対象　　　● 会費

● 連絡先（氏名・電話番号・メールアドレスなど）

「市民活動の仲間」 を募集しませんか

  ～　掲 載 内 容 　～

または

QRコードから➡

※詳細については、市ホームページをご覧ください。

広報ねむろ  市民活動のひろば

　広報ねむろの「市民活動のひろば」を、サークル、
少年団、ボランティア団体などの会員募集コーナー
としてリニューアルします。会員減少による活動縮
小や休会などに悩んでいる皆さん、新しい仲間を募
集しませんか。主に根室市内居住者で構成され、市
内で活動する団体が対象です。（掲載無料。ただし、
営利目的での利用はできません。）
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「
第
１
回
が
ん
検
診
・
特
定
健

康
診
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
令
和
５
年
度
第
１
回
が
ん
検
診
・

特
定
健
康
診
査
・
風
し
ん
抗
体
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
希
望
す
る
検
診
の
み

を
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な

お
、
喀
痰
検
診
は
事
前
予
約
制
に
な

り
ま
す
。

※
受
診
は
年
度
内
１
回
の
み
で
す
。

【
が
ん
検
診
】 

対　
40
歳
以
上
の
市
民
（
前
立
腺
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
50
歳
以
上
の
男

性
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

に
つ
い
て
は
16
歳
以
上
の
方
）

料　
胃
が
ん
検
診
１
︐
０
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
）
３
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
７
０
０
円
、

大
腸
が
ん
検
診
５
０
０
円
、
前
立
腺

が
ん
検
診
２
︐
３
１
０
円
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
５
０
０
円
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査 
無
料

※
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー・各
日
１
０
０
名
／
落
石
会
館・

20
名
／
厚
床
会
館
・
40
名

【
特
定
健
康
診
査
】

対　
40
歳
~
74
歳
ま
で
の
根
室
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
被
扶
養
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
、
生
活
保
護
受
給
者

料　
無
料
（
た
だ
し
、
社
会
保
険
被

扶
養
者
の
方
は
一
部
費
用
負
担
が
あ

り
ま
す
。）

【
風
し
ん
抗
体
検
査
】

対　
昭
和
37
年
４
月
２
日
~
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

料　
無
料

※
検
査
に
は
抗
体
検
査
の
ク
ー
ポ
ン

券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方

は
予
約
時
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

【
共
通
事
項
】

日
・
受
付
時
間
・
場

●
５
月
18
日
㈭　

６
時
~
６
時
30

分
・
落
石
会
館
／
８
時
30
分
~
９
時

30
分
・
厚
床
会
館

●
５
月
19
日
㈮
~
21
日
㈰　
６
時
30

分
~
７
時
／
７
時
15
分
~
７
時
45
分

／
８
時
~
８
時
30
分
／
８
時
45
分
~

９
時
15
分
／
９
時
30
分
~
10
時
・
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　
４
月
７
日
㈮
~
14
日
㈮

申
・
問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
４
０
・
２
１
１
８

令
和
５
年
度
根
室
市
文
化
祭

第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催

し
ま
す

　
今
年
度
の
文
化
祭
準
備
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
第
１
回
実
行
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。
実
行
委
員
の
ほ
か
、

ス
テ
ー
ジ
部
門
に
参
加
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
者
な
ど
は
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

日　
４
月
24
日
㈪
19
時

場　
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

市民皆様へのお願い

　本紙のお知らせは 3 月31 日時点の情報により作成しています。

今後、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、掲載内容 

が変更となる場合がありますので、ご理解いただきますよう 

お願いします。

　行事などの中止・延期の変更情報は、市ホームページや新聞 

などにより随時お知らせします。

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る  

10
の
ポ
イ
ン
ト

市
消
防
本
部

　
℡
（
２
4
）
3
1
6
３
番

いのちを守る１０のポイント

４つの習慣
・寝たばこは、絶対にやめましょう。

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用しましょう。

・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消しましょう。

・コンセントのほこりを清掃し、不必要なプラグ
は抜きましょう。

６つの対策
・安全装置の付いたガスこんろを使用しましょう。

・住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を
目安に交換しましょう。

・寝具や衣類は防炎製品を使用しましょう。

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
等を設置しましょう。

・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避
難方法を確保しましょう。

・防火、防災訓練などに参加し、地域ぐるみの防
火対策を行いましょう。

　火災の発生しやすい時季を迎え、消防本部では
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の
発生と財産の損失を防ぐため、春の根室市火災予
防運動を実施します。火災は、一人ひとりの心が
けで防げます。被害を最小限に食い止めるため、
ご家庭で「住宅防火  いのちを守る "１０のポイ
ント"」に注意し、火災を予防しましょう。

春の根室市火災予防運動

～全国統一防火標語～

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

4 月20 日㈭～30 日㈰

はしご車搭乗体験を行いますはしご車搭乗体験を行います
と　き　と　き　４４月月２２３３日（日）日（日）
　　　　　　　　９９時時３３００分 ～分 ～１１１１時時３３００分分
ところ　ところ　消防本部庁舎前消防本部庁舎前

※市役所駐車場をご利用ください。※市役所駐車場をご利用ください。
※※災害発生時や気象状況などにより、中止災害発生時や気象状況などにより、中止
　となる場合があります。　となる場合があります。
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集
団
地　
宝
林
団
地
、駒
場
団
地
、

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
明
治
団
地
、
光
洋
団

地
１
~
７
号
棟
、
西
浜
団
地
（
西
浜

町
４
丁
目
所
在
の
み
）、
琴
平
団
地
、

望
洋
団
地

募
集
期
間　
４
月
７
日
㈮
~
17
日
㈪

９
時
~
17
時
（
土・日
曜
日
を
除
く
）

抽
選
会　
４
月
18
日
㈫
10
時
30
分
~　

総
合
文
化
会
館

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
抽
選
会
の
日
程

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
各
団
地
の
入
居
順
位
を
決
め
る
抽

選
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
込
者
お

よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。

※
入
居
資
格
・
申
請
の
手
続
き
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
市
建
築
住
宅
課
市
営
住
宅

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
９
５
・
２
２
９
６

女
性
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集

　
女
性
の
観
点
・
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ

る
課
題
を
取
り
上
げ
、
生
活
に
役
立

つ
知
識
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

日　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎
月

１
回
程
度
、木
曜
日
10
時
~
正
午（
予

定
）

場　
総
合
文
化
会
館
ほ
か

対　
根
室
市
在
住
の
女
性
の
方

料　
年
額
１
︐
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
を
除
く
）

定　
50
名

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
よ
り
随
時

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

「
小
鳥
の
小
道
た
か
ら
さ
が
し

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

　
東
梅
自
然
学
習
林
で
、
た
か
ら
さ

が
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
お
好

き
な
時
間
に
宝
の
地
図
を
受
け
取

り
、
小
鳥
の
小
道
を
ひ
と
回
り
す
る

間
に
色
々
な
自
然
の
お
宝
を
撮
影
し

て
来
て
く
だ
さ
い
。
全
部
の
写
真
を

撮
れ
た
方
に
は
、
野
鳥
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
５
月
３
日
（
水
・
祝
）
~
７
日

㈰
（
受
付
）
10
時
~
16
時

集
合
場
所　
春
国
岱
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー

対　
ど
な
た
で
も

持
ち
物　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま
た
は

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
、
長
靴
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

帽
子

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
当
日
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
受
付

問　

春
国
岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
５
）
３
０
４
７
番

春
の
全
市
一
斉
清
掃
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　
冬
の
汚
れ
を
一
掃
し
、
住
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
﹁
春
の
全
市
一

斉
清
掃
﹂
を
行
い
ま
す
。
市
民
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
５
月
14
日
㈰
７
時
30
分
~
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
週
へ
順
延
、

２
週
連
続
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と

し
ま
す
。

※
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
実
施
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
４
月

17
日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま
で
に
、
実
施

計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
市
民
環
境
課
環
境
衛
生
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
２
７
~
２
１
３
０

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

４月４日 ㈫ ～３０日 ㈰募 集

６月１日㈭ ～１８日 ㈰ 　 総合文化会館展 示
９時～ 17 時　※ 18日は 13時まで

　　　　　　すてきな根室びと
　　　　　　　　　　　　　　　　 　をご紹介ください

　４月の転勤や転校などの異動時期を迎え、新
しく根室へ来る方が人柄・土地柄に不安を抱か
ないよう、「根室にはこんな人がいるんだよ」と
自慢できるエピソードや、あの時言えなかった

「ありがとう」のエピソードを募集します。
　応募していただいたエピソードは、イラスト
レーターがイラストを作成し展示するほか、エピ
ソードの当事者が対面できる機会を提供します。

①住所②氏名またはペンネーム③電話番号④タイトル⑤エピソード
をご記入のうえ、手紙・メール・ＦＡＸまたは窓口への持参により
ご応募ください。（一人１点とします。）

こどもの日こどもの日３３daysdays

温水プール無料開放温水プール無料開放

問合先　温水プール　　TEL：２２ー３５４３

無料開放無料開放

トレーニング室についてトレーニング室について

５月３日㈬～５日　　㈮
　９時30分～16時30分

●トレーニング室も同時に無料開放します。
　※感染防止対策のため同時利用は２名までとします。

●利用者は水着・水泳帽子・バスタオルを持参してください。

●幼児が利用する場合は、保護者も水着になり、一緒に入っ
    てください。
　※幼児については、おむつが取れていないと入れません。　
　　また、小中学生・高校生は保護者にはなれません。

新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止する場合が
あります。

【申込・問合先】市公民館事業担当　
　　　　　　　 ＴＥＬ：24-3188 番　 ＦＡＸ：23-6172 番
　　　　　　　 メール：kyo_bunka ＠ city.nemuro.hokkaido.jp

６月１８日 ㈰ 　 13 時　総合文化会館対 面

りこほ っ
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「
音
訳（
朗
読
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
受
講
生
を
募
集

　
視
覚
障
が
い
の
方
に
、
広
報
紙
な

ど
を
音
読
・
録
音
し
、
情
報
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日　
５
月
25
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

ほ
か
、
全
12
回
／
10
時
~
正
午

場　
総
合
文
化
会
館

対　
音
訳
（
朗
読
）
に
興
味
の
あ
る

市
内
在
住
の
方

受
講
料
・
教
材
費　
無
料

講
師　
根
室
音
訳
奉
仕
友
の
会
﹁
花

あ
か
り
﹂
会
員

定　
10
名
程
度

内
容　
発
音
・
発
声
・
音
読
練
習
な

ど申
込
期
限　
５
月
22
日
㈪

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
で
き

ま
す
。

※
縦
覧
と
は
、
自
分
と
他
の
方
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
の
場
所　

税
務
課
課
税
担
当

（
１
階
15
番
窓
口
）

縦
覧
期
間　
４
月
３
日
㈪
~
６
月
５

日
㈪
（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間　
９
時
~
17
時

問　
市
税
務
課
課
税
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
５
４
・
２
１
５
５

「
一
般
曹
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
・
一
般
幹
部
候
補
生
」

を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
一
般
曹
候
補
生
、

予
備
自
衛
官
補
お
よ
び
一
般
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
、
資
格
、
試
験
日
お
よ
び
会
場

●
一
般
曹
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
隊
）

33
歳
未
満
／
５
月
20
日
㈯
／
陸
上
自

衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

18
歳
以
上
34
歳
未
満
／
４
月
15
日
㈯

／
陸
上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

18
歳
以
上
で
保
有
資
格
な
ど
に
応
じ

53
歳
~
55
歳
未
満
／
４
月
15
日
㈯
／

陸
上
自
衛
隊
帯
広
駐
屯
地

●
一
般
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程
度
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
者
ま
た

は
22
歳
以
上
28
歳
未
満
の
大
学
院
修

士
課
程
修
了
者
／
５
月
20
日
㈯
／
釧

路
市
内

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員
（
予
備

自
衛
官
補
は
非
常
勤
）

※
受
付
期
間
お
よ
び
年
齢
計
算
期
日

は
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

林
野
火
災
予
防
強
調
月
間

４
月
10
日
～
５
月
20
日

　
全
国
的
に
降
水
量
が
少
な
く
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
林

野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
で
す
。

　
原
因
の
多
く
は
ゴ
ミ
焼
き
や
タ
バ

コ
の
不
始
末
な
ど
人
為
的
に
よ
る
も

の
で
、
山
を
訪
れ
る
方
々
の
予
防
意

識
が
大
切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
林
野
火
災

を
防
ぎ
、
大
切
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

問　
市
農
林
課
内
﹁
根
室
市
林
野
火

災
予
消
防
対
策
協
議
会
﹂
事
務
局

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
６
・
２
２
６
７

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

日　
８
月
29
日
㈫
13
時
30
分
~
16
時

場　
釧
路
市
な
ど
道
内
８
か
所

受
付
期
間　
５
月
８
日
㈪
~
19
日
㈮

受
験
手
数
料　
６
︐
９
０
０
円
（
北

海
道
収
入
証
紙
）　

※
受
験
資
格
や
試
験
科
目
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
は
、
保
健
所
で
配
付
し

て
い
ま
す
。

問
合
・
受
付
先　
根
室
保
健
所
企
画

総
務
課
企
画
係

☎
（
２
３
）
５
１
６
１
番

市ホームページ 市フェイスブック ねむろメール登録

　①は「好き」を意味し、『好きな食べ物が
喉を通る』という様子から表現されています。
②は「嫌い」を意味しています。
　手話言語で感情を表現するときには、顔
の表情を意識することで、より相手に伝わ
りやすくなります。表情を豊かに楽しくコ
ミュニケーションをとりましょう。

今月の手話
日常生活で使う身近な手話をご紹介します。

問 市社会福祉課福祉担当
☎（２３）６１１１番 内線２１６５

「好き / 嫌い」

つたえるつたえる
手 話 言 語 講 座

右手の親指と人差し指を開いて
首のあたりに持って行き、指を
閉じながら下へ引きさげます。

右手の親指と人差し指を軽く曲
げ、胸のあたりを２回トントン
とたたきます。

１

２
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

昭
和
25
年
４
月
15
日
、「
北
海
道
庁
立
根
室
中
学
校
」

と
「
根
室
高
等
女
学
校
」が
新
学
校
制
度
の
も
と
統
合

と
な
り
、「
北
海
道
根
室
高
等
学
校
」が
誕
生
し
た
。

　

校
舎
は
大
正
町
の
男
子
校
を
使
用
す
る
こ
と
と
な

り
、こ
こ
に
女
子
生
徒
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
、同
日

「
対
面
式
」が
執
り
行
わ
れ
た
。こ
の
時
の
印
象
は
強
烈

で
あ
っ
た
よ
う
で
、K
氏
が
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
し
て
、

「
六
十
周
年
記
念
誌
」に
綴
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
部
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、『
青
柳
校
長

の
「
当
校
は
民
主
主
義
の
精
神
に
基
づ
い
て
…
」と
い
っ

た
訓
話
の
あ
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
戻
っ
て
女
子
生

徒
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
れ
は
ま
る
で
、ア
フ
リ

カ
か
ら
き
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
お
嫁
さ
ん
候
補
と
対

面
す
る
雄
ザ
ル
同
様
で
あ
る
。私
の
向
か
い
に
は
丸
ポ

チ
ャ
の
娘
さ
ん
が
い
た
。下
を
向
い
て
モ
ジ
モ
ジ
し
、そ

の
く
せ
好
奇
心
か
ら
、つ
い
上
目
遣
い
に
相
手
を
見
て

は
赤
く
な
っ
て
い
る
の
が
男
子
生
徒
。冷
静
に
品
定
め

を
し
て
い
る
の
が
女
子
生
徒
な
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、表
面
は
さ
あ
ら
ぬ
顔
を
し
な
が
ら
、お
互

い
に
相
手
の
歓
心
を
買
お
う
と
あ
ら
ん
限
り
の
努
力
を

開
始
し
た
。髪
を
ポ
マ
ー
ド
で
固
め
、帽
子
を
５
度
傾
け

て
み
た
り
と
苦
心
し
、休
み
時
間
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

放
課
後
に
は
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
、日
曜
日
は
ハ
イ
キ
ン

グ
と
せ
き
を
切
っ
て
男
女
共
学
の
渦
の
中
へ
突
入
し
て

行
っ
た
の
で
あ
る
』と
い
う
有
様
だ
っ
た
そ
う
だ
。

男
女
共
学
の
渦
に
突
入

問 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター℡（25）3047 番
記事：レンジャー 大久保 明香（（公財）日本野鳥の会所属）

キクイタダキ

めてこの鳥の名前を見る人は、どこ
で区切って読めばよいのか、少し読

みにくい名前かもしれません。漢字で「菊
戴」と書くと知ると、「キク・イタダキ」と
読むことがわかります。名前の通り、頭に
菊の花を乗せたような黄色い羽をもつなんと
もかわいらしい小鳥です。この鳥は、全長約
10cm、翼を広げた長さは約 13cm と、日本
で見られる鳥の中で最も小さな鳥のうちのひ
とつでもあります。1円玉を 5枚、手に乗せ
てみてください。それが、この鳥の重さです。
　本州では、春から夏にかけて高山で繁殖し、
冬になると低地で見られるようになります
が、根室では、山がなくとも冷涼な気候によ
り、一年中低地で見ることができます。キク
イタダキは針葉樹を好み、その枝葉の間をホ
バリング（停空飛行。空中の一点にとどまり
ながら飛ぶこと。）しながら小さな虫などを
捕まえます。春国岱ネイチャーセンター隣の
東梅自然学習林にも生息しているのですが、
体が小さい上に、木々の中を忙しく飛び回る

初

ため、なかなかお目にかかることができませ
ん。さらに、木の高いところにいることが多
く、観察するときは下から見上げ、お腹側や
側面しか見えないことがほとんど。このよう
な特徴を持つ鳥なので、見つけたときの喜び
は大きく、さらに頭の上の黄色い羽を観察で
きたときはとても嬉しくなります。
　鳴き声はツィーや、ツリリリという細く高
い声で、同じく針葉樹を好むヒガラの声に似
ています。針葉樹の森でこのような声がした
ときは、どこかにキクイタダキがいないか、
ぜひ探してみてください。

（写真）2 月 23 日東梅自然学習林にて、針葉樹の
枝先に姿を現したキクイタダキ。 
頭の上の黄色い羽は見えなかった。
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新型コロナウイルス感染症の影響により、
健診・相談窓口などが中止等となる場合
があります。ご理解をお願いします。

子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
4月28日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
4月13日㈭
14時～17時
会　総合文化会館中会議室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談
4月5日㈬・19日㈬
13時30分～15時30分
会　市役所地下和室（担当：総務省 
　　行政相談委員　伊藤・奥田）
問　釧路行政監視行政相談センター
☎ 0154（23）1100番
●釧路年金事務所相談【要予約】
4月25日㈫13時～17時
4月26日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
4月21日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 9時～17時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
4月13日㈭・20日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館特別会議室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
4月5日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番
●ことばの相談【要予約】
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165）

各種相談窓口

健診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード
行政 pt 対象事業です。

市役所の健診・健康相談　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 4月12日㈬ 12時10分～12時40分 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 4月21日㈮ 13時00分～14時00分 会場：図書館

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 個別相談

１歳６カ月児健診 4月20日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 4月13日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

離乳食教室 4月11日㈫ 13時00分～14時00分 会場：総合文化会館実習室

５歳児相談 個別相談

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
（祝日を除く） 9時～17時 電話または直接、子育ての不安や悩

みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：令和5年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所 /こまば保育所
一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨ
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週水曜日 9時15分～11時30分

会場：つどいの広場クルクル
遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨ・ふれあいは随時参加者を募
集しています。※問合先：子育て相談所

ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子 毎週木曜日 9時15分～11時30分

移動ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子 4月20日㈭ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場クルクル
「ピース」
０～３歳までの親子

月曜日～金曜日
（水・木は午後のみ）
※20日㈭は午前もあります。

午前：9時15分～11時30分
午後：14時15分～16時30分
 ※12時～13時は閉館します。

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相談
も受け付けています。（初回登録制）

【要予約】※問合先：つどいの広場

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

4月は中止とします。

5月10日㈬（予定）
10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。
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市立根室病院  ☎（24）3201 番

病院ガイド
受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科　

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）4 月 14 日㈮・18日㈫ ※要予約
心臓血管外来　4 月13 日㈭・27 日㈭ ※要予約
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
　 　 　 　 ★4月より月4回、午後診療を始めます。
 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00
4月17日

　 24日
4月19日

　 26日

膝・リウマチ外来　4 月 6 日㈭・20 日㈭
肩関節外来　4 月13 日㈭・27 日㈭
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科　★原則、予約診療となります。

 8:30 ～11:00 予約
10：30まで

予約 予約
10：30まで

予約 予約

泌尿器科　★金曜日は第1・3・5週のみ診療しています。

 8:30 ～11:00 ○ 予約 ○ ○
第1・3・5週

13:30 ～15:00 予約

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です。

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科　

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○
4月20日

○
4月21日

13:30 ～15:00 ○ ○ ○
4月20日

脳神経外科 ★入院治療は取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
4 月7 日

小
児
科
予
防
接
種
等

未就学児 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

小学生以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:00（予約制）

慢性疾患 ○
14:30~15:30

○
14:30~15:30

【予約が必要な予防接種】
　乳児：BCG　　その他：二種混合ワクチン
　※上記以外の予防接種については予約不要です。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、13:30 からとなります。
※夜間救急外来は休診中のため、平日の時間内受診にご協力ください。
※新型コロナウイルス感染症対策の一環として、外来制限等を行っています。
※院内では、これまで通りマスクの着用をお願いします。

日曜当番
　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

4月16日 江村精神科内科病院
☎（22）2811番 5月21日 市立歯舞診療所

☎（28）2014番

5月28日 道東勤医協ねむろ医院
☎（22）2563番

※4月9日、23日、30日、5月7日、
14日の日曜当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

　

春
は
1
年
の
中
で
最
も
気
温
の
変
化
が
大
き

く
、
学
校
や
職
場
な
ど
の
環
境
の
変
化
も
大
き

い
こ
と
か
ら
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
自
律
神
経
が

乱
れ
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神
経

が
乱
れ
る
こ
と
で
、
だ
る
さ
や
イ
ラ
イ
ラ
、
夜

眠
れ
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
春
バ
テ
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、「
体
内
時
計
」
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

体
内
時
計
は
、
自
律
神
経
を
含
め
た
全
身
の

健
康
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
普
通
の
時
計
と
同
じ
よ
う
に
ズ
レ
が
生
じ

る
た
め
毎
日
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

調
整
す
る
た
め
に
は
、
朝
に
光
を
浴
び
る
こ
と

や
朝
に
食
事
を
と
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
逆

に
夜
寝
る
前
に
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
光
を

浴
び
た
り
、
何
か
を
食
べ
て
い
た
り
す
る
こ
と

は
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

食
事
の
面
で
は
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
消

費
し
や
す
い
ビ
タ
ミ
ン
C
や
神
経
の
興
奮
を
抑

え
る
働
き
が
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
不
足
し
な
い

よ
う
に
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
１
つ
の
食

材
に
偏
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。
私
た

ち
が
生
き
る
た
め
に
は
そ
の
他
の
栄
養
素
も
ま

ん
べ
ん
な
く
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
1
日
3

食
食
べ
る
こ
と
と
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
て
食
べ
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
意

識
し
て
、
楽
し
い
春
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

管
理
栄
養
士　

長
谷
川　

咲
妃

問  

市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

　  

℡
（
２
３
）
6
1
1
1
番
（
内
線
2
1
1
8
）

保 健
だより

「
春
バ
テ
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！



貸付条件

　将来、市内で医師または医療・介護従事者として従事しようと
する方に、知識と技能の取得に必要な資金を貸し付けしています。
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広
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ね
む
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消
防
・
災
害
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
広
報
ね
む
ろ
に
会
員
募
集
記
事

を
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
し
く

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

と
の
付
き
合
い
方
も
変
わ
り
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
と
も
に
、
新
し
い
仲
間

と
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
。（
K
）

根室市の人口
令和5年3月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,070 世帯（－12 ）
総人口： 23,391 人 （－52 ）

　（うち外国人 398人）

男　性： 11,203 人 （－22 ）
　（うち外国人   93人）

女　性： 12,188 人 （－30 ）
　（うち外国人 305人）

転入： 22 人 出生： 4 人

転出： 52 人 死亡： 26 人

その他の増減：±0 人

……… 編集後記 ………

　

３
月
11
～
12
日
に
札
幌
市
で
開
か

れ
た
全
道
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

２
０
２
３　
Ｕ—

12
の
部
で
、
根
室
北

斗
Ｆ
Ｃ
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

根
室
北
斗
Ｆ
Ｃ
は
北
斗
、
花
咲
、

成
央
小
、
歯
舞
学
園
の
児
童
合
同
に

よ
る
、
５・６
年
生
で
は
市
内
唯
一
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
今
大
会
に
は
15
名
が
出
場
。

　
根
室
管
内
の
予
選
大
会
を
優
勝
し
、

全
道
大
会
出
場
を
決
め
る
と
、
全
道
大

会
で
は
１
次
ラ
ウ
ン
ド
を
ト
ッ
プ
通

過
で
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
駒
を
進
め
ま

し
た
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
は
負
け
た
ら
敗

退
の
緊
張
感
の
中
、
準
決
勝
で
全
国
大

会
出
場
経
験
も
あ
る
強
豪
チ
ー
ム
に

勝
利
し
、
弾
み
を
つ
け
決
勝
戦
へ
。
決

勝
戦
で
は
２
―
０
の
リ
ー
ド
で
前
半
を

折
り
返
す
と
後
半
、
相
手
チ
ー
ム
の
猛

攻
で
、
残
り
２
分
で
同
点
に
追
い
つ
か

れ
る
展
開
と
な
る
も
、
残
り
７
秒
で
勝

ち
越
し
の
決
勝
点
が
決
ま
り
、
劇
的
な

勝
利
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
安あ

ん
ど
う藤
誠な

り
ひ
さ久
さ
ん
は

「
全
道
の
強
い
チ
ー
ム
と
の
試
合
で

も
、声
を
掛
け
合
い
、チ
ー
ム
プ
レ
ー

で
勝
ち
抜
け
た
。」
と
話
し
、
監
督
の

村む
ら
か
み上
健け

ん
す
け介
さ
ん
は
「
こ
の
チ
ー
ム
は

昨
年
７
月
の
サ
ッ
カ
ー
の
全
道
大
会

で
３
位
入
賞
を
経
験
し
て
お
り
、
自

信
を
持
っ
て
優
勝
を
目
指
し
、
今
大

会
に
臨
め
た
。」
と
振
り
返
り
、「
選

手
た
ち
に
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を

こ
れ
か
ら
先
の
人
生
に
生
か
し
て
ほ

し
い
。」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

６
年
生
は
全
員
、
市
内
の
中
学
校

に
進
学
す
る
も
、
プ
レ
ー
す
る
チ
ー

ム
は
別
々
に
な
る
そ
う
。
新
た
な

チ
ー
ム
で
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

根室管内初根室管内初のの快挙快挙

フットサル全道大会フットサル全道大会でで優勝優勝

根室北斗ＦＣ６年生の皆さん

令和5年度令和5年度 第 1 回ねむろこどもフェス第 1 回ねむろこどもフェス

５５月月３３日日    水・祝 ９：３０～１２：３０９：３０～１２：３０
ところ：根室市総合文化会館ところ：根室市総合文化会館

　挑戦するだけで景品が当たる「チャレンジコーナー」
には、ボッチャ体験などちびっこでも楽しめるコー
ナーがたくさん♪　　

　問合先  　市教委社会教育課社会教育担当　☎（24）3180 番

　ミニ射的やお菓子釣りなどの「お祭りコーナー」や、「読み聞
かせコーナー」、当日限定の「超！公民館かくれんぼ」。　

札幌交響楽団員による
「音楽指導・演奏会」を開催します

４月28日㈮　開場 18時　開演 18時30分　
　　　　根室市民　350 人
　　　　４月 10 日㈪から、総合文化会館事務室で整理券 
　　　　を配布します。（一人４枚まで）

【申込・問合先】　市公民館事業担当　TEL：24-3188  

　文化の分野において、日本国内や世界で活躍するみらいの
アーティストを目指す根室市の児童・生徒の育成を図ること
を目的として、北海道で唯一のプロオーケストラ集団として
活動している「札幌交響楽団」の団員（根室市出身の斎藤正樹
氏ほか 14 名）による音楽指導および演奏会を開催します。

〈演奏会〉

４月29日㈯　10時 ～ 正午　
　　　　根室市内の児童・生徒
　　　　４月 10 日㈪から 19 日㈬までに、 
　　　　お電話でお申し込みください。

〈音楽指導〉

対 象

対 象

Photo：K.Seki

「医師・医療従事者および介護従事者修学資金」
貸付制度を拡充します

歯 科 衛 生 士

　問合先  市保健課健康推進担当  ☎（23）6111番  内線 2140

介 護 福 祉 士

看護師・助産師

　貸付を受けた職として、貸付期間以上、市内医療機関等に
従事すること 

拡充内容（新設）

　※償還免除期間は、貸付期間の 1.5 倍になります。
　※既存の（看護師・助産師）月額 10 万円以内、
　　　　　  （介護福祉士）　　 月額　4 万円以内との選択制です。 

月額 20 万円以内
月額　8 万円以内

月額　6 万円以内

　制度の詳細については、お問い合わせください。

入場無料・全席自由


